
翻
訳
者
紹
介

(五
十
音
順
)

石
井

啓
一

郎

(
い
し
い

け
い
い
ち
ろ
う
)

一
九
六
三
年
一
一
月
一
五
日
、
東
京
生
れ
。
よ
智

大
学
外
国
語
学
部
イ
ス
パ
ニ
ア
語
学
科
卒
業
。
大
学

時
代
は
スペ
イ
ン
古
典
文
学
を
愛
し
な
が
ら
も
、
イ
ス

ラ
|
ム
世
界
に
惹
か
れ
る
ま
ま
、
気
付
け
ば
「
ア
ル
・
ア

ン
タ
ル
ス
」か
ら
地
中
海
を
東
へ
東
へ
と
中

東

西

南

ア

ジ
ア
へ
と
遍
歴
を
続
け
て
い
た
。
い
つ
し
か
企
業
勤
務
の

傍
ら
で
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
現
代
文
学
の
翻
訳
研
究
を

「
好
き
の
一
念
」
「
下
手
の
横
好
き
」
だ
け
で
続
け
て
五

十
代
も
目
前
に
迫
る
身
と
な
る
。
最
近
は
イ
ラ
ン
、
ト

ル
コ
に
加
え
て
、
両
者
の
周
縁
部
分
あ
る
い
は
交
差
点

と
し
て
の
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
を
現
代
文
学
や
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
と
い
っ
た
視
点
か
ら
並
べ
て
扱
え
る
か
、
と
い
う
テ

ー
マ
に
興
味
を
も
っ
て
模
索
中
。

訳
書
に
サ
l
デ
グ

-ヘ
ダ
|
ヤ
卜
『
生
埋
め

1
あ
る
狂

人
の
手
記
よ
り
』
(
図
書
刊
行
会
、
ニ

O
O
O
年
)
、

『
サ
|
デ
グ

・ヘ
ダ
|
ヤ
ト
短
篇
集
』
(
慧
文
社
ニ

0
0

七
年
)
、
ナ
|
ズ
ム
・
ヒ
ク
メ
ッ
卜
『
フ
ェ
ル
ハ
ド
と
シ
リ
ン
』

(
意
文
社
、
ニ

O
O
二
年
)
、
そ
の
他
ス
ィ
|
ミ
|
ン
・

ダ
|
ネ
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
「
私
は
誰
に
挨
拶
し
よ
う
」
(
『
す
ば

る
』ニ

O
O
八
年
ロ
月
号
)
等
、
文
芸
誌
・
学
術
誌
へ

も
イ
ラ
ン
、

ト
ル
コ
文
学
作
品
を
積
極
的
に
翻
訳
寄

稿
し
て
い
る
。
著
書
に
『
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
の
外
国
語
学

習
法
'ら
あ
る
翻
訳
家
の
「
語
学
」
心
覚
え

1
』
(
扶
桑

社
新
書
、
ニ

O
一
O
年
)
。

石
川

清
子

(
い
し
か
わ
き
よ
こ
)

も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
攻
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
や
ヌ
|
ヴ
ォ
l
-
ロ
マ
ン
の
作
家
が
好
き
で
し
た
が
、

一
九
八

0
年
代
の
終
わ
り
頃
、

シ
ェ
プ
・
ハ
レ
y
ド
(
当

時
は
「
シ
ェ
プ
」
が
つ
い
て
い
た
)
の
美
声
に
誘
わ
れ
地
中

海
の
向
こ
う
側
に
興
味
を
も
ち
、
北
ア
フ
リ
カ
の
仏

語
作
家
を
読
み
始
め
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ン
ク

ー
ル
賞
受
賞
前
の
タ
ハ
ル
・
ベ
ン
・
ジ
ェ
ル
|
ン
を
導
き

の
糸
と
し
て
今
、
ア
シ
ア

・ジ
ェ
パ
ー
ル
、
レ
イ
ラ
セ
パ
ー

ル
ら
の
女
性
作
家
の
周
囲
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。
の

め
り
こ
ん
だ
お
か
げ
で
ベ
ン
・
ジ
ェ
ル
|
ン
『
不
在
者
の

祈
り
』
(
図
書
刊
行
会
)
、
ジ
ェ
パ

l
ル
『
愛
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
』
(
み
す
ず
書
房
)
を
訳
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
翻

訳
を
出
す
こ
と
は

日
本
に
お
け
る
研
究
を
根
づ
か
せ

る
意
味
で
大
切
で
す
が
、
創
作
と
同
等
の
価
値
あ
る

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
訳
し
て
み
た
い
も
の
は
、

北
ア
フ
リ
カ
の
作
家
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
十

六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
派
の
詩
人
、
ジ
ヨ

ア
シ
ャ
ン

・デ
ュ
ベ
レ

l
、
ア
ン
ド
レ

・ブ
ル
ト
ン
の
草
分
け

的
研
究
者
で
あ
っ
た
マ
ル
グ
リ
y
卜
・
ボ
ネ
の
評
論
な
ど
。

で
も
、
ジ
ェ
パ
ー
ル
の
次
の
翻
訳
を
出
す
の
が
ま
ず
先
で

し
ょ
う
か
。

磯

部

加

代
子

(
い
そ
ベ

か
よ
こ
)

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
一
九
九
九
年
か
ら
ニ

O

O
一
年
ま
で
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
在
住
。
ニ

O
O

二
年
か
ら
ニ

O
O
五
年
ま
で
日
本
の
ト
ル
コ
企
業
に

勤
務
。
ニ

O
O
三
年
よ
り
日
本
の
ク
ル
ド
人
難
民
た

ち
の
通
訳
を
行
う
。
ニ

O
一
二
年
「
ク
ル
ド
文
学
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
る
(
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
磯
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

、々い
(
T
口
T
O

一
一∞
⑥凹〈
且・0
(

]

コ・コ叩・」ち)
。

ト
ル
コ
語
を
学
び
始
め
た
当
初
よ
り
ト
ル
コ
の
ク
ル

ド
問
題
に
関
心
を
抱
く
。
イ
ス
タ
ン
プ
ル
在
住
時
に
は
、

ク
ル
ド
人
問
題
の
ト
ル
コ
に
お
け
る
抜
き
差
し
な
ら
な

い
根
深
さ
を
知
る
も
、
日
本
で
こ
の
分
野
で
の
研
究
が

ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と
に
惇
然
と
す
る
。
ク
ル
ド

人
作
家
と
し
て
抜
群
の
知
名
度
を
誇
る
メ
フ
メ
ッ
ド
・

ウ
ズ
ン
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
に
幾
度
と
な
く
あ
が

る
も
い
ま
だ
受
賞
歴
の
な
い
文
豪
ヤ
シ
ャ
ル
ケ
マ
ル
ら

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス
ザ
ン
サ
マ
ン
ジ
ュ
や
、
ヤ
ウ
ズ

・

エ
キ
ン
ジ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
限
り
な
い
読
書
の
喜
び

を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
ク
ル
ド
人
作
家
た
ち
に
出
会

い
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
一
人
で
味
わ
う
こ
と
の
寂
し
さ

を
解
消
し
た
く
「
ク
ル
ド
文
学
研
究
会
」
を
発
足
、

「
ク
ル
ド
文
学
」
を
言
語
や
国
境
で
区
切
る
こ
と
な
く

広
く
定
義
し
、
そ
の
魅
力
、
困
難
、
情
熱
を
日

本
に

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

著
書
に
『
旅
の
指
さ
し
会
話
帳
同
ト
ル
コ
』
(
情
報

セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
ニ

O
O
一
年
)
。
訳
書
に
オ
ル
サ

l
-
ラ
マ
ザ
ン
『魂
の
視
線

1
光
の
教
師
か
ら
あ
な
た
へ

真
実
の
メ
y
セ
l
ジ
』
(
高
木
書
房
、
ニ

O
一
一
年
)
。

-446 -

鵜
戸

聡

(
う
ど
さ
と
し
)

南
九
州
出
身
。
東
大
駒
場
に
干
支
が
一
回
り
す
る

ほ
ど
学
ん
で
よ
う
や
く
博
士
号
を
取
得
(
地
域
文
化

研
究
専
攻
)
。
学
位
論
文
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
作
家
を

論
じ
た
「
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
!
と
し
て
の
カ
テ
プ
・
ヤ
シ
ン

作
品
|

ア
フ
リ
カ
性
と
民
衆
の
詩
学
」
。
マ
グ
レ
プ
や

レ
ヴ
ァ
ン
卜
の
仏
語
文
学
を
主
に
研
究
し
て
き
ま
し

た
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ア
ラ
ビ
ア
語
小
説
の
紹
介
が

目
下
の
課
題
。
地
域
と
し
て
の
仏
語
圏
を
軸
に
し
て
、

東
ア
ジ
ア
(
台
湾
・
朝
鮮
)
と
の
比
較
を
交
え
つ
つ
、
ア
ラ

ブ
U
ベ
ル
ベ
ル
文
学
を
多
言
語
的
に
理
解
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
日

周
年
を
機
に
「
マ
グ
レ
プ
文
学
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
会
員
随
時
募
集
中
で
す
。

雑
文
は
方
々
に
書
き
散
ら
し
て
い
ま
す
が
、
専
門

的
な
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
「
ア
ラ
ブ
ブ
ラ
ン
コ
フ
才

ニ
!
と
越
境
の
詩
学
」
土
屋
勝
彦
『
反
響
す
る
文
学
』

(
風
媒
社
、
ニ

O
一
一
年
)
な
ど
ご
覧
下
さ
い
。ハ
ン
ガ



リ
ー
の
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
翻
訳
し
て
い
る
の

で
そ
ち
ら
も
ヨ
ロ
シ
ク
(
『
時
間
は
だ
れ
も
待
っ
て
く
れ

な
い
』
東
京
創
元
社
、
ニ

O
一
一
年
)
。

岡

真
理

(
お
か
ま
り
)

一
九
六

O
年
生
れ
。
専
門
は
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
。

東
京
外
国
語
大
学
ア
ラ
ビ
ア
語
科
で
ア
ラ
ビ
ア
語
と

ア
ラ
ブ
文
学
を
学
び
、
学
部
四
年
の
と
き
に
エ
ジ
プ
ト

カ
イ
ロ
大
学
に
留
学
(
一
九
八
一
一
l

八
三
年
)
。
修
士

課
程
修
了
後
、
一
九
八
八
年
か
ら
九
一
年
ま
で
、
在

モ
ロ
ッ
コ
日
本
国
大
使
館
に
専
門
調
査
員
と
し
て
三
年

ほ
ど
勤
務
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
京
都
大
学
大
学
院

人
間
環
境
学
研
究
科
の
教
員
と
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語

と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
の
一
環
と
し
て
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
教
え
て
い
ま
す
。

学
部
生
の
と
き
、
ガ
ッ
サ
l
ン
カ
ナ
フ

7
1
ニ
|
の

『
太
陽
の
男
た
ち
/
ハ
イ
フ
ァ
に
戻
っ
て
』
を
読
ん
で
衝

撃
を
受
け
、
文
学
を
通
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
考

え
た
い
と
文
学
の
道
を
志
し
ま
し
た
。
翻
訳
は
、
『
季

刊

前

夜

』
(ニ

O
O
四
1

ニ

O
O
八
年
)
に
カ
ナ
フ
ア

|
ニ

l
の
短
編
お
よ
び
「ハ
イ
フ
ァ

l
に
一
反
っ
て
」
の
新
訳

を
連
載
。
ほ
か
に
タ
l
ハ
ル
ベ
ン

リ
ジ
ェ
ル
l
ン
『
火
に

よ
っ
て
』
(
原
作
仏
語
、
以
文
社
、
ニ

O
一
二
年
)
な
ど
。

著
書
に
『
ア
ラ
ブ
祈
り
と
し
て
の
文
学
』
(
み
す
ず
書

房
、
ニ

O
O
八
年
)
ほ
か
。

勝

田

茂

(
か
つ
だ
し
げ
る
)

大
阪
大
学
言
語
文
化
研
究
科
教
授
。
ト
ル
コ
農
村

文
学
に
興
味
関
心
が
あ
り
、

『
ト
ル

コ
の
村
か
ら

』

(豆・喜否一

qi言
、
へ
cx
-8
0
)
を
共
訳
し
て
三

O
年
が
経

ち
ま
し
た
。
先
日
、
ト
ル
コ
の
古
書
庖
を
ネ
ッ
ト
検
索

し
て
い
ま
し
た
ら
、
同
匂
N
ミ
、
志
、
は
旧
版

(ニ

O
一

二
年
)
も
重
ね
て
お
り
、
少
し
驚
き
ま
し
た
。
い
ま
だ

に
根
強
い
需
要
が
あ
る
証
し
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
い
う

形
て
読
み
つ
が
れ
て
い
る
の
か
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
お
り
に
偶
然
で
す
が
、
別
著
者
(
の

-F脚∞コ明
)
に
よ

る
同
一
タ
イ
ト
ル
の
短
編
ゐ
N
ミ司、へ
も.R
の
存
在
に
気
づ

き
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
マ
カ
ル
の
匂
iqミ
弐
も
可

に
先
立
つ
一
九
四
八
年
の
出
版
で
あ
り
、
さ
っ
そ
く
発

注
し
ま
し
た
。
発
掘
さ
れ
た

h
w
bミ
弐
G
R
を
少
し
ば

か
り
興
奮
気
味
に
待
っ
て
い
ま
す
。

鈴

木

珠

里

(
す
ず
き
し
ゅ
り
)

東
京
外
国
語
大
学
地
域
文
化
研
究
科
博
士
課
程

前
期
修
了
。
イ
ラ
ン
現
代
文
学
に
お
け
る
女
性
詩
人

の
作
品
を
中
心
に
研
究
。
大
東
文
化
大
学
国
際
関
係

学
部
・
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
非
常
勤
講
師
。
主

な
出
版
物
と
し
て
、

『
古
鏡
の
沈
黙
』
(
ジ
ャ
|
レ
〔
ア
ー

ラ
ム

川
夕
|
ジ
・
ガ

l
エ
ム
マ
ガ

l
ミ
l
〕
著
・
共
訳
未

知
谷
、
ニ

O
一
二
年
)
、
『
現
代
イ
ラ
ン
詩
集
』
(
共
編

訳
・
土
曜
美
術
出
版
販
売
、
ニ

O
O
九
年
)
、
『
イ
ラ

ン
を
知
る
た
め
の
凶
章
』
(
共
編
著
明
石
書
庖
ニ

0
0
四
年
)

0

平

寛

多

朗

か
ん
た
ろ
う
)

カ
イ
ロ
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
の
修
士
過
程
で
の
留
学
を

終
え
、
現
在
、
東
京
外
国
語
大
学
博
士
後
期
課
程
に

在
籍
中
。
ア
ラ
ブ

ア
ラ
ビ
ア
語
文
学
、
特
に
エ
ジ
プ
ト

の
文
学
に
焦
点
を
絞
り
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

(
た
い
ら

回
浪
亜
央
江

(
た
な
み
あ
お
え
)

学
部
時
代
の
シ
リ
ア
留
学
と
数
回
の
パ
レ
ス
チ
ナ
被

占
領
地
の
訪
問
を
経
て
、
「
敵
」
の
関
係
に
あ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
の
社
会
内
部
を
理
解
し
た
い
と
意
を
決
し
、
大
学

院
時
代
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
留
学
。
以
来
イ
ス
ラ
エ
ル
園

内
に
住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
文
学
や
、
演
劇
な
ど
言
語

を
用
い
た
表
現
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
き
た
。

最
近
は

ま
た
被
占
領
地
に
関
心
が
戻
っ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
入
る
の
が
億
劫
な
こ
と
が
悩
み
で
あ
る
。
現
在
は
複

数
の
大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
中
東
政
治
社
会

論
や
イ
ス
ラ
|
ム
社
会
論
な
ど
を
教
え
て
い
る
。
著
書

に
『
〈
不
在
者
〉
た
ち
の
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
文
化
と
パ
レ

ス
チ
ナ
』
(
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
ニ

O
O
八
年
)
が
あ

る
。

中

村

菜

穂

(
な
か
む
ら
な
ほ
)

一
九
八
一
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
地
域
文

化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
。
イ
ラ
ン
現
代
文
学

専
攻
。
ニ

O
世
紀
の
詩
人
ナ

l
デ

ル

ナ

l
デ
ル
プ
ー

ル
を
出
発
点
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
古
典
文
学
と
現
代
文

学
と
の
接
点
を
主
な
研
究
テ
マ
と
し
て
い
る
。
ま
た、

ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
豊
か
な
想
像
力
と
鋭
い
洞
察
の
現

わ
れ
た
詩
や
小
説
を
翻
訳
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
寄
稿

『イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
ム
』
(
森
茂
男
編
、
春
風

社
、
ニ

O
一
O
年
)
、
共
訳
書
『
現
代
イ
ラ
ン
詩
集

(
新
・
世
界
現
代
詩
文
庫
)
』
(
土
曜
美
術
社
出
版
販

売
、
ニ

O
O
九
年
)
、
ジ
ャ
|
レ
(
ア
|
ラ
ム

H
タ
l
ジ
・

ガ
|
エ
ム
マ
ガ
|
ミ
|
)
『
古
鏡
の
沈
黙
』
(
ザ
フ
ラ
l
・タ

|
へ
リ
|
解
説
、
未
知
谷
、
ニ

O
一
二
年
)
。

福

田

義

昭

(
ふ
く
だ
よ
し
あ
き
)

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
大
阪
外
国
語
大
学
大
学
院

言
語
社
会
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
ア
ラ
ビ
ア

語
ア
ラ
ブ
文
学
。
二
十
代
の
こ
ろ
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
に
二
年
弱
、
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
に
二
年
ほ
ど
住
み

ま
し
た
。
両
国
に
大
き
な
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
読
ん
で
い
る
文
学
作
品
は
エ
ジ
プ
ト
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に
偏
り
が
ち
で
す
。
一
言
で
言
う
と
、
エ
ジ
プ
ト
を
中

心
に
ア
ラ
ブ
世
界
の
近
代
文
学
に
関
心

を
持
っ
て
き
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が

・・
。
最
近
は
、
ア
ラ
ブ

の
言
語
文
化
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
い
い
か
と
も

田心
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
趣
味
で
、
戦
前
か
ら

戦
中
に
か
け
て
地
元
の
神

戸
に
暮
ら
し
て
い
た
外
国

人
ム
ス
リ
ム
の
こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す
。

藤

元

優

子

(
ふ
じ
も
と
ゅ
う
こ
)

留
学
中
に
イ
ラ
ン
革
命
に
遭
遇
し
、
全
学
ス
卜
の
暇

に
飽
か
せ
て
書
庖
巡
り
、
手
に
取
っ
た
小
説
が
き
っ
か

け
で
現
代
文
学
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
第
一
歩
は
ジ
ャ
ラ
|
ル

ア
l
レ
H
ア
フ

マ
ド
と
い
う
社
会
派
作
家
を
扱
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
十

年
ほ
ど
は
元
気
な
女
性
作
家
群
に
焦
点
を
当
て
て
研

究
し
て
き
ま
し
た
。
若
い
同
僚
た
ち
と
『
す
ば
る
』
(
ニ

O
O
八
年

ロ

月

号
)
に
「イ
ラ
ン
女
性
文
学
」
特
集
を

組
む
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
に
最
良
の
仕
事

で
し
た
が
、
新
た
に
『イ
ラ
ン
女
性
作
家
短
編
集
(
仮

題
)
』
を
、
段
々

社
の
「
現
代
ア
ジ
ア
の
女
性
作
家
秀
作

シ
リ
ー
ズ
」
の一

冊
と
し
て
出
版
す
る
提
案
を
頂
き
ま

し
た
。
今
回
は
一
人
で
、
ア
ラ
ス
ト
ウ
|
イ

l
の
「ア
ト

ラ
ス
」
を
含
む
、
七
人
の
女
性
作
家
の
作
品

を
翻
訳
し

ま
す
。
ニ

O
一
三
年
度
中
に
よ
梓
す
る
計
画
で
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
ー

細

田

和

江

(ほ
そ
だ
か
ず
え
)

中
央
大
学
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
総
合
政
策

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
・
博
士

(
学
術
)
中
央
大

学
政
策
文
化
総
合
研
究
所
準
研
究
員
、
早
稲

田
大

学
イ
ス
ラ

l
ム
地
域
研
究
機
構

・
招
聴
研
究
員
の
ほ

か
、
民
族
学
博
物
館
と
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合

情
報
セ
ン
タ
ー
(
の
一
》
ω)
の
共
同
研
究
員
も
っ
と
め
る
。

専
門
は
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学

・
文
化
で
、
特
に
イ
ス
ラ
エ

ル
内
部
の
周
縁
的
主
文
化
全
般
に
興
味
が
あ
る
。
主

に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ラ
ブ
人
作
家
の
へ
プ
ラ
イ
語
小
説
の

研
究
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
ア
ラ
ブ
系
の
ユ
ダ
ヤ

人
作
家
の
文
学
に
も
言
及
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

君
江

(
ま
え
だ
き
み
え
)

イ
ラ
ン

・ペ
ル
シ
ア
語
文
学
を
専
攻
。
東
京
大
学
非

常
勤
講
師
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
イ
ラ
ン
現
代
詩
の
「
ニ
ュ

ー
-
ポ
エ
卜
リ
l
」
概
念
、
詩
人
た
ち
(
ニ

l
マ
|
・
ユ
|

シ
|
ジ
、
ア
フ
マ
ド

・シ
ャ

l
ム
ル
|
、
ア
フ
マ
ド
・
レ
ザ

ー・

ア
フ
マ
デ
ィ

l
、
ソ

フ

ラ

プ

・セ
ペ
フ
リ

|
)
、
イ
ラ

ン
映
画
と
文
学
、
童
話
と
絵
本
(
ア
フ
マ
ド

レ

ザ
|
-

ア
フ
マ
デ
ィ
|
)
、
ペ
ル
シ
ア
語
俳
句
、
「
現
在
の
」
イ
ラ
ン

詩
人
た
ち
。

近
年
の
論
考
・
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
、
「
革
命
と
リ
フ
レ

イ
ン
|

|

一
九
七
九
年
の
シ
ヤ
|
ム
ル

l
詩

『
こ
の
行

き
止
ま
り
で
』
の
受
容
と
技
法
」

『
オ
リ
エ
ン
ト
』
五
五

/
二
号
(
ニ

O
一
三
、
掲
載
予
定
)
、「
ペ
ル
シ
ア
語
訳

『
法
華
経
』
と
ホ
ウ
ゼ
発
の
仏

教

講

義

仏

教

書
」

『
オ

リ
エ
ン
ト
』
五
回
/
ニ

(ニ

O
一一

)
、
共
訳

に
『
現
代

イ
ラ
ン
詩
集
』
(
、
新
・
世
界
現
代
詩
文
庫

8
、
土
曜
美

術
社
出
版
販
売
、
ニ

O
O
九
)
、「『
ペ
ル
シ
ア
猶
を
誰

も
知
ら
な
い
』
を
書
い
た
発
禁
小
説
家
」
(
詩
誌
『
ミ
て
』

w
e
b
エ
y
セ
イ
、
ニ

O
一
O
)

前
回

前
田

弘
毅

(
ま
え
だ
ひ
ろ
た
け
)

イ
ラ
ン

・
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
史
、

グ
ル
ジ
ア
史
専
攻
。

首

都

大

学

東

京

都

市
教
養
学
部
准
教
授
。
近
年
の

著
書
と
し
て
、『
イ
ス
ラ
|
ム
世
界
の
奴
隷
軍
人
と
そ

の
実
像
|

|

門
世
紀
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
イ
ラ
ン
と
コ
ー

カ
サ
ス
』
(
明
石

書
底
、
ニ

O
O
九
)
、『
グ
ル
ジ
ア
現

代
史
』
(
東
洋
書
底
、
ニ

O
O
九
)
、
編
著
に
『
多
様
性

と
可
能
性
の
コ

l
カ
サ
ス
|

|

民
族
紛
争
を
超
え
て
』

(
北
海
道
大
学
出
版
会
、
ニ

O
O
九
)
、
共
編
著
『
コ

ー
カ
サ
ス
を
知
る
た
め
の

回

章

』
(
明
石
書
底
、
-
一

O

O
六
)
。

グ
ル
ジ
ア
文
学
に
関
わ
る
論
考
・
翻
訳
と
し

て
、「
グ
ル
ジ
ア
で
語
り
継
が
れ
る
伝
統
ギ
オ
ル
ギ

ツ
ォ
ツ
ァ
ニ
ゼ
作
『
熊
』
」
「
月
が
語
っ
た
こ
と
グ
ル
ジ
ア

国
民
詩
人
と
日
本
に
関
す
る
小
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
い
ず
れ

も

『
地
政

学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平

成

引

年

度

報

告

書

』

(
大
阪
大
学
世
界
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ニ

O
一
O
)。

ほ
か
に
、

寄
否
〈
干
〈
O

凶「
0
2

ヌプロコ
J

m
コ口三一

o
E
E一口一「ロコ一
口口

(
O
コ一一3
E
-
t
oコ)・
N
OO
∞
、
x
.口「
↓，
g
一量

的

8
-一口コ「口一「ロヨプ一・

4σ
一一一
回一》「↓口コ
C

」一-
N
O
O
∞
(
『
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
イ
ラ
ン
の
グ
ル

ジ
ア
人
』、

グ
ル
ジ
ア
誇
)
な
ど
。
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三
谷

息

子

(
み
た
に

け
い
こ
)

専
門
は
言
語
学
、

ス
ラ
ヴ
語
学
。
ニ

O
一
二
年
度

ま
で
京
都
大
学
人
間
-
環
境
学
研
究
科
教
授
、
ニ

O

一
三
年
度
よ
り
東
京
大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系

研
究
科
教
授
。
言
語
の
形
式
と
意
味
の
関
係
に
つ
い
て
、

ス
ラ
ヴ
諸
語
を
中
心

に
多
角
的
に
研
究
中
。
ま
た

中
・
東
欧
の
言
語
文
化、

と
く
に

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

の
言
語
と
地
域
、
社
会
、
文
化
の
関
わ
り
に
も
深
い
関

心
を
も
っ
。
文
学
研
究
は
専
門
外
だ
が
、
言
語
研
究

の
中
で
翻
訳
と
い
う
作
業
を
と
ら
え
、
こ
れ
に
も
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
『
」
れ
ま
で
の
訳
書
に

S
・ド
ラ
ク

リ
y
チ
『バ
ル
カ
ン
・エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
(三
省
堂
、
一
九
九

五
年
)、

M
パ
ヴ
ィ
γ
チ
『
帝
都
最
後
の
恋
』
(
松
鎖
社
、

ニ

O
O
九
年
)
が
あ
る
。
ま
た
ユ
ー
ゴ
時
代
の
ボ
ス
ニ
ア

を
代
表
す
る
作
家

M
-
セ
リ
モ
ヴ
イ
y
チ
の
長
編
『
修
道

師
と
死
』
を
ま
も
な
く
刊
行
の
予
定
(
松
籍
社
、
ニ

O

一
三
年
予
定
)
。

宮
下

遼

(み
や
し
た

り
ょ
う
)



一
九
八
一
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学

院
単
位
修
得
退
学
。
ニ

O
一
三
年
度
よ
り
日
本
学

術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員
。
専
門
は
ト
ル
コ
社
会

史
、
文
学
(
史
)
。
訳
書
に
オ
ル
ハ
ン
・パ
ム
ク
『白
い
城
』

(
藤
原
書
底
、
止
ハ
訳
)
、

『
無
垢
の
博
物
館
』
、

『
わ
た
し

の
名
は
赤
〈
新
訳
文
庫
版
〉
』
、
『
雪
〈
新
訳
文
庫
版
〉
』

(以

上
、
早
川
書
房
)
。
中
東
現
代
文
学
研
究
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
オ
ル
ハ
ン
パ
ム
ク
や
ヤ
シ
ャ
ル

ケ
マ
ル
、
ナ

l
ズ
ム

・ヒ
ク
メ
y
卜
の
よ
う
な
巨
人
の
前

で
か
す
み
、
普
段
で
あ
れ
ば
決
し
て
邦
訳
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
ろ
う
ト
ル
コ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
と
歴
史

小
説

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
、
望
外
の
喜
び
を
噛
み
し
め

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
、
一
作
家
に
つ
い
て
の
定
点
的
な
紹

介
に
留
ま
ら
な
い
、
包
括
的
な
見
地
か
ら
ト
ル
コ
文

学
の
世
界
を
紹
介
し
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

村

上

蒸

(
む
ら
か
み
か
お
る
)

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
員
。
専
門
は
ト
ル
コ
地
域

研
究
。
福
祉
、
家
族
、

ジ
ェ
ン
ダ
l
に
関
心
が
あ
り
、
イ

ス
タ
ン
プ
ル
の
貧
困

地
区
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
二
十
代
後
半
だ
っ
た
留
学
時
代
、
ひ
と
ま
わ

り
年
よ
の
「
ト
ル
コ
の
姉
」
は
私
の
行
末
を
案
じ
、

「ス

カ
ー
ト
は
短
く
、
化
粧
は
濃
く
、

口
数
は
少
な
め
に

(5
8
2
0
F
Z-
2
Z
2・口
N

T
O
E

明
言
)
」
と
ロ
を
酸
っ
ば

く
し
て
注
意
し
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。
が
、
ビ
ル
ル

ー
ル
への
道
は
や
は
り
速
か
っ
た
で
す
。

森
耳
目
太
郎

(も
り
し
ん
た
ろ
う
)

一
九
六
七
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
ア
ラ
ビ
ア
語
通

訳
・翻
訳
者
、
東
京
外
国

語
大
学
非
常
勤
講
師
。
シ

リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
に
一
九
八
九
年
か
ら
二
年
間
、
レ

バ
ノ
ン
の
ベ
イ
ル
ー
ト
に
一
九
九
九
年
か
ら
二

年
間
留

学
。
こ
の
ニ
つ
の
国
を
中
心
に
ア
ラ
ブ
近
現
代
文
芸
に

関
心
を
持
っ
て
い
る。

山
本

薫

(や
ま
も
と
か
お
る
)

ア
ラ
ブ
文
学
研
究
。
東
京
外
国
語
大
学
ほ
か
非
常

勤
講
師
。
一
九

八
九

1
九

O
年
シ
リ
ア
留
学
、
一
九

九
七

1
ニ

O
O
O
年
エ
ジ
プ
ト
留
学
等
を
経
て
、
ニ

O
O
二
年
に
『
前
イ
ス
ラ
|
ム
期
ア
ラ
ブ
の
盗
賊

・無

頼
詩
人
サ
ア
|
リ
ー
ク

逆
転
世
界
の
ヒ
ー
ロ
ー
』
で

東
京
外
国
語
大
学
よ
り
博
士
号
(
文
学
)
取
得
。
訳

書
に
エ
ミ

l
ル
・
ハ
ビ
|
ビ
|
著
『
悲
楽
観
屋
サ
イ

l
ド

の
失
綜
に
ま
つ
わ
る
奇
妙
な
出
来
事
』
(
作
品
社
、
二

O
O
六
年
)
。
主
要
な
著
作
に
酒
井
啓
子
編
『
〈
ア
ラ

ブ
大
変
動
〉
を
読
む
一
民
衆
革
命
の
ゆ
く
え
』
(
「第

2
章
社
会
・
文
化
運
動
と
し
て
の
エ
ジ
プ
ト
“
一
月
二

五
日
革
命
"
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス

・
映
像
・
音
楽
の
事
例
か

ら
」
他

部
分
執
筆
。
東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
、
ニ

O
一
一
年
)、

『
ア
ラ
ビ
ア
語
新
聞
を
読
み
解
く
た
め

に

一
読
解
と
翻
訳
の
手
引
』
(
東
京
外
国
語
大
学
中

東
イ
ス
ラ
|
ム
研
究
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二

O
一
O

年
)
、
「ハ
イ
フ
ァ
の
作
家
、
エ
ミ

l
ル
・ハ
ビ
|
ビ
l
・
都

市
の
記
憶
と
し
て
の
文
学
」
『
日
本
中
東
学
会
年
報

仇

幻

'
2
』
(ニ

O
O
八
年
-
月
)
な
ど
。

山
根

美
奈

(
や
ま
ね

イ
タ
リ
ア
へ
は

一
九
七
一
年
か
ら
通
い
始
め
、
後
に

黄
金
時
代
と
言
わ
れ
る
八

0
年
代
前
半
に
は
四
年

間
ミ
ラ
ノ
に
在
住
し
、
イ
タ
リ
ア
式
衣
食
住
を
謡
歌

し
た
。
し
か
し
、

E
U
の
一
員
と
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
旨

み
が
半
減
し
た
と
残
念
に
思
っ
て
い
る

一
人
で
あ
る
。

京
都
大
学
大
学
院
で
は
「イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
現

代
の
移
民
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
が
、
今
回
翻
訳
し
た
「サ
ル
シ
ッ
チ
ャ
」

を
所
収
し
た
選
集
『
黒
い
羊
た
ち

(
2
8
3
Z叩「叩
)
』
を

み
な
)

手
に
し
た
こ
と
だ
。
出
版
問
も
な
い
こ
の
一
冊
を
、
ミ

ラ

/
の
運

河
沿
い
で
骨
董
屋
を
営
む
友
人
が
、
読
後

に
「
読
み
や
す
い
」
と
渡
し
て
く
れ
た
。
ソ
マ
リ
ア
の
他

に
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
出
身
女
性
の
エ
ッ
セ
イ
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
ど
れ
も
会
話
的
で
平
易
な
文
は
、
大

方
読
み
取
れ
た
が
、
そ
の
行
聞
を
埋
め
る
現
実
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
学
院
へ
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
だ
。
初
刷
わ
ず
か
千
部
か
ニ

千
部
の
中
の

一
冊

を
端
緒
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
感

慨
深
い
。

現
在
は
、
ニ

O
一
O
年
に
、

「
移
民
文
学
ニ

O
年
」

を
、記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
ボ
ロ

l
ニ
ャ
で
の
学
会
の
論

文
集
を
読
ん
で
い
る
。
島
根
県
生
ま
れ
、
六
十
七

歳
。
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